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Abstract: 近年，膨大なテキストデータから有用な情報を取り出すテキストマイニングの技術が注
目され，多数のマイニングツールが開発されている．しかし，データの分析を行うことができる人は
少なく，マイニングの初心者がスムーズに分析を行える環境が求められている．そこで本研究ではテ
キストマイニングツール TETDMの機能として，初心者ユーザを対象に，テキストマイニングスキ
ルの獲得を目的としたチュートリアルシステムを提案する．

1 はじめに

近年，ネットワークや記憶装置の発達により，世の中
には膨大な量のテキストデータが蓄積されている．そ
こで，それらの大量のテキストデータから有用な情報
を取り出すテキストマイニングの技術が注目を集めて
おり，現在までに多数のテキストマイニングツールや
ソフトウェアが開発されている．しかし，現状ではデー
タの分析を行うことができる人間は少ない．そこで，こ
れまでテキストマイニングを行ってこなかった人が，ス
ムーズにツールを使って分析を行える環境を構築する
ことが重要となってくる．
テキストマイニングのソフトウェアの一つ，TETDM

（Total Environment for Text Data Mining：テキスト
マイニングの統合環境）[1]では，利用者のテキストマ
イニングの実力に応じて「モード」を変更できること
から，テキストマイニングの知識がない初心者にとっ
ての入門ツールとして気軽に利用できることが期待さ
れる．しかしながら，初心者ユーザは自力でテキスト
マイニングのスキルを獲得することは非常に難しい．
そこで本研究では TETDM の機能として，初心者

ユーザを対象とした，アシストキャラクターを用いた
チュートリアルシステムを構築することで，ユーザの
テキストマイニングスキルの獲得と向上を目指す．

2 関連研究

キャラクターを使用して，ユーザーの支援を行う研
究として，益子らの「キャラクターを用いた学習継続

支援ツールの開発」[2]や，渡辺らの「セルフラーニン
グ型授業におけるエージェントキャラクタによる学習
支援」[3]がある．これらのアシストキャラクターの存
在は，ユーザのシステムに対する利用意欲を高めると
共に，ユーザの学習スキル向上に大いに貢献している
ことがわかる．実際，ここで取り上げた以外にも，多く
の学習システムにはこのようなアシストキャラクター
による支援システムが搭載されている．
しかしながら，テキストマイニングの分野において

は，このようなアシストキャラクターを使ったユーザ
のテキストマイニングスキル向上支援を行う研究は行
われていない．
数あるテキストマイニングツールの中で，ユーザの

テキストマイニングスキルの獲得を目的としたチュー
トリアルを搭載したツールはほとんど存在しない．デー
タマイニングツールではあるが，チュートリアルに近
い機能を搭載している KEEL[4]というツールがある．
KEELはデータマイニングのために，回帰，分類，クラ
スタリング，パターンマイニングのようなアルゴリズム
を実装したツールである．KEELでは，実際にデータ
マイニングを行うときに利用する一連の機能をまとめ
た実験を設計する機能が提供されている．初めてデー
タマイニングを行うとき，ユーザはアルゴリズムがど
のように動作するかを学ぶ必要がある．そのための教
育のための機能が搭載されており，ユーザはアルゴリ
ズムのリアルタイムビューに着目しながら短期間で実
験を実施することによって，アルゴリズムの違いを学
ぶことができる．本研究でも同様に，テキストマイニ
ングのスキルを獲得を目的とた練習を短時間で繰り返
し練習を行うことができるチュートリアルを実装する．
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3 TETDMと利用モード

TETDM(Total Environment for Text Data Mining)

は，テキストデータマイニングのための統合環境とし
て作成された．TETDMでは豊富なツールが提供され
ており，それらのツールを使用することで利用者は文
章のより詳細な分析を行うことができ，新たな発想が
得られる可能性がある．現在，最新版として TETDM

サイト内 [5]で公開されている．
TETDMには，利用者のテキストマイニングの実力

に応じて，以下の４つの起動モードを切り替えることが
できる．初めて TETDMを利用する人は，最初はスー
パーライトモードから利用し，慣れたらライトモード，
通常モードと順に利用モードを切り替えていくことを
推奨している．

• スーパーライトモード

初心者が最初に利用出来るモード．あらかじめ用
意された 8つのツールセットを利用出来る．

• ライトモード

少しだけツールを操作してみたい人向けのモード．

• 通常モード

いろいろなツールを操作してみたい人向けのモー
ド．より汎用性がある実用的な分析ができる処理
ツールと可視化ツールが選択できるようになる．

• 拡張モード

より詳細な分析をしたい人向けのモード．専門的
な内容を含む利用を想定した処理ツールと可視化
ツールを選択できるようになる．

4 テキストマイニングのプロセスと
スキル

本研究では，テキストマイニングを行う際に，ユー
ザが最終的に知識を獲得するまでの理想的なテキスト
マイニングプロセスを図 1のように定義する．以下で，
テキストマイニングの各プロセスの内容と各プロセス
で必要とされるスキルについて述べる．

4.1 テキスト収集＆テキスト整形

テキスト収集は，ユーザが実際に分析したいテキス
トを準備するプロセスである．テキスト整形は，分析し
たい内容に関するテキストを準備し，そのテキストを
システムに入力可能な状態にするプロセスである．例と
しては，テキストの段落分けや，句点の挿入処理，キー

図 1: テキストマイニングのプロセス

ワード設定などが挙げられる．TETDMではテキスト
収集はテキストファイルを用意するか，TETDM上で
コピー＆ペーストするかのどちらかで達成できる．テ
キスト整形は段落の区切りとなる場所を空行としてお
けば，ボタン一つで整形可能となっている．
テキスト収集プロセスでは，テキストを集める時に，

分析の目的に応じてどのようにテキストを集めてくれ
ばいいかをユーザが把握するスキルが必要となる．テ
キスト整形のプロセスについては，集めたテキストの
量や，分析の目的に応じた段落分けを行うスキルが必
要となる．また，テキスト整形では扱う品詞の設定が
できるスキルも必要となる．文章中に出てくるものや
人物などを知りたい場合は名詞，文章中の行動や動作
を示した単語を特定したいなら動詞，大小や高低など
の状態を知りたい場合は形容詞をそれぞれキーワード
として設定することが必要だ．

4.2 ツール選択

ツール選択は分析の目的に応じたテキストマイニング
ツールを選択するプロセスである．TETDMでは処理
ツール (入力されたテキストに対し，テキストマイニン
グ処理を行うツール)と可視化ツール (処理ツールによ
るテキストマイニング処理の結果を画面へ出力するツー
ル)がある．それらを組み合わせることでツールのセッ
トを行うことで達成できる．現在のTETDM(Ver2.21)

では処理ツールが 46種類，可視化ツールが 35種類あ
るため，様々な組合わせを試してツールの役割を覚え
ることが重要となる．
ツールの選択プロセスでは，分析の目的に適したツー

ルを選択できるスキルが必要となる．その為には，各
ツールを選択することでどのような処理結果を得るこ
とができるかを把握する必要がある．
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4.3 ツール操作

ツール操作は有意義な結果を得るため，ツールを操
作するプロセスである．TETDMでは，ツールの選択
後に処理ツール内や可視化ツール内に配置されている
ボタンを押すなどの操作が当てはまる．
ツールの選択プロセスでは，操作の必要があるツー

ルを選択した場合，分析の目的に適したツールの操作
ができるスキルが必要となる．その為には，各ツール
を操作することでどのような処理結果を得ることがで
きるかを把握する必要がある．

4.4 結果の解釈

結果の解釈プロセスでは，ツールの出力結果（評価
値）と，それが表す意味の解釈 (どのような点が良いの
か・どのように修正するのか)を行う．解釈は一度だけ
行えば終わりではなく，場合によっては他のツールを
選んだり，先ほどとは異なる操作を行うなど，別の視
点から新たな解釈を行い，複数の解釈を集める必要が
ある．TETDMでは各パネルに結果と解釈を登録でき
るフォームがあり，このフォームに結果と解釈を重要
度 (結果と解釈が自分にとってどのくらい重要なのか)

と共に記述することで達成できる．
結果の解釈プロセスでは，処理結果のどこに着目す

るか，どのように結果を読み解いていくかについての
スキルが必要となる．また，次の知識創発プロセスで
知識創発を行うためには，多くの解釈を集める必要が
あるため，場合によっては再度キーワード設定やツー
ルの選択・操作を行う必要がある．そのため，次にどの
ような解釈を集めるべきか，そのためにはどのように
行動すればいいかを考えるスキルも必要となるだろう．

4.5 知識創発

知識創発は得られた解釈を一つにまとめることによっ
て大局的な知識を得るためのスキルとする．信頼性が
高い知識を得るためにはより多くの解釈をまとめるこ
とが重要となる．TETDMでは登録した解釈を一つに
まとめることができる知識創発ウインドウを利用する
ことで達成できる．
知識創発プロセスでは，集めた解釈をまとめて，よ

り多角的な視点から見た説得性の高い解釈へとまとめ
上げることができるスキルが必要となる．そのために
は，集めた解釈をどのように結合していくのかをどの
順番で，どのように筋道を立てて解釈をまとめていく
かが重要となる．

図 2: キャラクターの吹き出しによる説明文の表示

図 3: 指アイコンでのボタン提示のアシスト

5 キャラアシストチュートリアル

本章では，初心者のテキストマイニングスキルの獲
得をアシストする，チュートリアルシステムについて
述べる．

5.1 チュートリアルの枠組み

本チュートリアルは，「TETDMの操作方法の説明」
と「テキストマイニングの流れ」の 2つの課題群から
構成されている．このうち，テキストマイニングのス
キルに関わるのは後者となり，スキル獲得のための前
提となる操作説明を別途設ける．
テキストマイニングスキル獲得を目指したチュートリ

アルを行う前に，まずはTETDMの基本的な操作方法
をユーザに習得してもらう必要がある．「TETDMの操
作方法の説明」のチュートリアル課題群では，TETDM

の環境の操作説明チュートリアルである「操作の説明」
と，TETDMで選択して利用出来るテキストマイニン
グツールの利用方法のチュートリアルである「ツール
の説明」の 2つの課題群に課題を分類した．環境の説
明とツールの説明の課題を分けた理由は，ツールの説
明に関してはツールの利用方法がわからない時に確認
したいツールの説明のチュートリアルだけを確認でき
るようにするためである．また，TETDMは多くの開
発者がツールの開発を行っており，仮にツールがこれ
から増えた際，チュートリアルもそれに応じて拡張し
なければならないが，ツールの説明のチュートリアル
だけが独立していることで，課題の拡張が容易である
というメリットもある．
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図 4: 四角でウインドウを囲むアシスト

TETDM の利用方法のチュートリアル課題を終え，
環境やツールの使い方を習得したユーザを対象に，テ
キストマイニングスキルの獲得を目指したチュートリ
アル「テキストマイニングの流れ」を行なってもらう．
本チュートリアルの課題は，テキストマイニングのプ
ロセスの流れに則り，実践的な練習を行うことで，ユー
ザにテキストマイニングの流れと，各プロセスにおけ
るマイニングスキルの獲得を促す．

5.2 キャラクターによるアシスト内容

5.2.1 吹き出しを用いた説明文の表示

本チュートリアルにおける説明文は，キャラクター
の台詞という形でキャラクターの左側に表示 (図 2) さ
れる．説明文は，最大で 1行 30文字× 3行まで表示さ
れ，ユーザは吹き出しをクリックすると次の説明文が
表示される．吹き出しを右クリックした場合は，一つ
前の説明文に戻るようになっている．また，ユーザに
よっては吹き出しを連打して説明文を読まずにチュー
トリアルを進める恐れもあったため，新たに表示され
た説明文は説明文 1 行につき 0.4 秒間はクリックして
も次の説明文が表示されない仕様になっている．また，
キャラクターと吹き出しはドラッグ＆ドロップで好き
な位置に移動が可能なため，仮にボタン上にキャラク
ターや吹き出しが現れた場合は簡単に移動できる．キャ
ラクターを移動したら，移動後に表示される吹き出し
は移動したキャラクターに追従して表示されるように
なる．仮にキャラクターを画面左に移動した場合，吹
き出しは画面外に出ず，キャラクターの右側に表示さ
れるようになっている．

表 1: 「TETDMの操作方法（環境）」スーパーライト
モード用課題

課題番号 課題名
1 はじめに
2 TETDM の概要
3 スーパーライトモードでできること
4 TETDM の各部の説明
5 TETDM のボタンの説明
6 TETDM の用語解説
7 ゲームモードの説明
8 テキストマイニングの流れ
9 テキストの入力方法
10 テキストの段落分け
11 ツールの選択方法

表 2: 「TETDMの操作方法（ツール）」スーパーライ
トモード用課題

課題番号 課題名
1 まとめとエディタ
2 文章要約
3 主題関連文
4 主語抽出
5 主題関連語
6 単語抽出
7 長文抽出
8 失礼単語抽出

5.2.2 指アイコンおよび枠囲みによるボタン等のポイ
ンタ表示

キャラクターの台詞による説明では，文章ではわか
りにくく，説明が難しい内容も多い．例えば，ボタン
の位置や各種マイニングツールの操作方法などの説明
を行う場合がそれに当たる．そこで，ボタン位置等を
指アイコンを用いてユーザに提示するアシストの導入
(図 3) を行う．このようなアシストは，TVゲームの
チュートリアル画面などではよく見られるが, ツールや
アプリケーションの使い方の説明にはあまり用いられ
ていない手法である．また，ウインドウ全体を示すな
ど，指アイコンでは説明の限界がある場合は，ウイン
ドウを四角で囲む (図 4) アシストを行う．

5.3 TETDMの操作方法についてのチュー
トリアル課題

本節ではTETDMの操作方法についてのチュートリ
アル課題について，各起動モードで利用出来る機能と
ともに述べる．

5.3.1 スーパーライトモード

スーパーライトモードでは，テキストエディタにテ
キストをコピー＆ペーストすることでのテキストの入
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表 3: 「TETDMの操作方法（環境）」ライトモード用
課題

課題番号 課題名
1 ライトモードでできること
2 TETDM のボタンの説明２
3 TETDM のボタンの説明３
4 キーワード設定について
5 句点の挿入
6 キーワード設定（1）
7 キーワード設定（2）
8 キーワード設定（3）
9 アプリボタンによるツールの選択

表 4: 「TETDMの操作方法（ツール）」ライトモード
用課題

課題番号 課題名
1 2 ちゃんまとめ
2 タイピング

力や，テキストの段落分けの機能など，簡単な機能の
みが扱える．また，選択できるツールは，ツールは処
理ツールと可視化ツールがあらかじめ組み合わされた
テキスト評価アプリケーションの 8つのツールセット
を利用出来る．チュートリアルも，この内容に沿って
作成を行う．
スーパーライトモードでのチュートリアル課題は，

TETDMの環境の操作説明の課題については表 1に示
す 11題，ツールの使い方の課題ついては表 2に示す 8

題を用意している．チュートリアルでは，サンプルテ
キストを用いて，環境の基本的な操作方法やツールの
利用方法を学んでいく．

5.3.2 ライトモード

ライトモードでは，新たにキーワード設定の機能が
追加される．また，選択できるツールセットも，新た
に２種類増える．ライトモードでのチュートリアル課
題は，TETDMの環境の操作説明の課題については表
3に示す 9題，ツールの使い方の課題ついては表 4に
示す 2題を用意している．

5.3.3 通常モード

通常モードでは，テキストファイルを選択すること
でのテキストの入力や，処理ツールと可視化ツールを
自由に組み合わせるツールの選択方法が新たに追加さ
れており，ツールの種類数も処理ツール 27種類＋可視
化ツール 18種類と，一気に増加している．また，新た
に処理結果と解釈の登録機能と，知識創発の機能が追
加された．通常モードの操作方法のチュートリアルも，

表 5: 「TETDMの操作方法（環境）」通常モード用
課題

課題番号 課題名
1 通常モードでできること
2 TETDM のボタンの説明 4
3 テキストの入力方法 2
4 ツールの選択方法 2
5 ツールの選択方法 3
6 結果と解釈の登録
7 知識創発 1
8 知識創発 2

表 6: 「TETDMの操作方法（ツール）」通常モード用
課題

課題番号 課題名
1 単語情報まとめ
2 文情報まとめ
3 セグメント情報まとめ
4 国語辞書
5 単語間関連度
6 単語冗長文抽出
7 類似文抽出
8 再帰的クラスタリング
9 漢字の割合
10 タグクラウド

この内容に沿って展開され，サンプルテキストを利用
した練習が可能である．
通常モードでのチュートリアル課題は，TETDMの

環境の操作説明の課題については表 5に示す 8題，ツー
ルの使い方の課題ついては表 6に示す 10題を用意して
いる．なお，通常モードで行われるツールの説明の課
題は，複数のツールを組み合わせて利用することが前
提のツールについては一つの課題で組み合わせられる
全てのツールについての説明を行っている．

5.3.4 拡張モード

拡張モードでは，複数のテキストファイルを同時に
入力したり，テキストの一部分を部分テキストに設定
して部分的にテキストマイニングできる機能などが追
加された．ツールについては，処理ツール 46種類＋可
視化ツール 35種類が選択可能で，分析の用途ごとに用
意されたツールセットを搭載したアプリケーション 4

種類が新たに選択可能になっている．
拡張モードでのチュートリアル課題は，TETDMの

環境の操作説明の課題については 6題，ツールの使い
方の課題ついては 17題用意している．なお，拡張モー
ドで行われるツールの説明の課題は，アプリケーショ
ンで選択できるものには課題名に通し番号が入力され
ている．
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表 7: 「TETDMの操作方法（環境）」拡張モード用
課題

課題番号 課題名
1 拡張モードでできること
2 TETDM のボタンの説明５
3 テキストの入力方法 3
4 ツールの選択方法４
5 ツールの選択方法５
6 部分テキストの設定方法

表 8: 「TETDMの操作方法（ツール）」拡張モード用
課題

課題番号 課題名
1 1-1：テキスト集合評価アプリケーション
2 1-2：テキスト分類
3 1-3：テキスト間類似度 A
4 1-4:テキスト間類似度 B
5 1-5:レポート評価
6 2-1:部分テキスト作成アプリケーション
7 3-1:文章推敲アプリケーション
8 3-2：主題語含有率
9 3-3：段落間類似度表示
10 3-4:段落間木構造
11 4-1:プロフィールチェックアプリケーション
12 形態素解析
13 意見文抽出
14 単語置換
15 辞書再構築
16 単語抽出
17 段落の並び替え

5.4 テキストマイニングのスキル獲得に向
けたチュートリアル課題

本節ではテキストマイニングの流れのチュートリア
ル課題について，各起動モード毎に述べる．

5.4.1 スーパーライトモード

スーパーライトモードでのスキル獲得を目指したテ
キストマイニングの流れのチュートリアル課題は，表
9に示す 12題を用意している．スーパーライトモード
では，最初にテキストマイニングの全体的な流れの説
明を行った後，テキスト収集＆テキスト整形プロセス
から結果の解釈プロセスまでの流れを練習できる．
「テキスト収集＆テキスト整形」プロセスでは，テ

キストの効果的な集め方や目的に応じた段落分けの方
法が学べる．ツール選択プロセスは，スーパーライト
モードで扱える 8つのツールセットを，どのような場
面で選択すれば良いかを学べる．ツールの操作プロセ
スは，スーパーライトモードはツールの操作を基本的
には行わないようにしたので，ここでの説明は省いて
いる．結果の解釈プロセスでは，ツールの処理結果の
読み取り方を学べる．結果と解釈の登録機能と知識創

表 9: 「テキストマイニングの流れ」スーパーライト
モード用課題

課題番号 課題名
1 はじめに
2 テキストマイニングの流れ
3 テキストを集めよう
4 テキストを整形してみよう
5 ツールを選択して結果を読み取ろう (1)
6 ツールを選択して結果を読み取ろう (2)
7 ツールを選択して結果を読み取ろう (3)
8 ツールを選択して結果を読み取ろう (4)
9 ツールを選択して結果を読み取ろう (5)
10 ツールを選択して結果を読み取ろう (6)
11 集めた解釈をまとめてみよう
12 処理結果を画像処理しよう

表 10: 「テキストマイニングの流れ」ライトモード用
課題

課題番号 課題名
1 はじめに
2 テキストマイニングの流れ
3 キーワード設定をしてみよう
4 簡単なツールの操作をしてみよう（1）
5 簡単なツールの操作をしてみよう（2）
6 解釈のまとめ

発の機能は通常モードから利用出来る機能なので，解
釈を集めるところまでは行わない．

5.4.2 ライトモード

ライトモードでのスキル獲得を目指したテキストマ
イニングの流れのチュートリアル課題は，表 10に示す
6題を用意している．ライトモードでは，新たに追加
されたキーワード設定の機能を軸に，スーパーライト
モードで学んだテキスト収集＆テキスト整形プロセス
から結果の解釈プロセスまでの流れを補足する形で学
んでいく．また，ライトモードでは，スーパーライト
モードでは行わなかったツールの操作を行い，処理結
果がどのように変化するかを学ぶことができる．

5.4.3 通常モード

通常モードでのスキル獲得を目指したテキストマイ
ニングの流れのチュートリアル課題は，表 11と表 12

に示す 18題（9題 2パターン）を用意している．通常
モードでは，結果と解釈の登録機能と，知識創発イン
タフェースが新たに利用可能になったことから，本格
的にテキストマイニングの全プロセスを通した分析の
練習が可能である．
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表 11:「テキストマイニングの流れ」通常モード用課題
課題番号 課題名

1 はじめに
2 テキストマイニングの流れ
3 テキストファイルからのテキスト入力
4 テキストの大筋を見ていこう
5 背景語を見てみよう
6 単語の出現頻度を見てみよう
7 単語の出現頻度を見てみよう（２）
8 再帰的クラスタリング
9 集めた解釈から知識創発をしてみよう

表 12: 「テキストマイニングの流れ」通常モード用課
題（別パターン）

課題番号 課題名
1 はじめに
2 テキストファイルからのテキスト入力
3 テキストの大筋を見ていこう
4 主題の一貫性を見てみよう
5 主題の一貫性を見てみよう（2）
6 不適切表現の有無を見てみよう
7 単語冗長文の有無を見てみよう
8 集めた解釈から知識創発をしてみよう
9 知識創発で原因と結果を把握しよう

6 キャラアシストチュートリアルの
有効性検証実験

6.1 実験内容

本節では実験内容について述べる．本実験の目的は，
TETDMキャラアシストチュートリアル利用者のテキ
ストマイニングスキル獲得・向上の検証を行うことであ
る．被験者は，TETDMの利用経験がなく，なおかつテ
キストマイニングの経験がない大学生，大学院生の男女
計 16名とした．16名の被験者のうち，8名は今回作成
したキャラアシストチュートリアルのうち，「TETDM

の操作方法」「テキストマイニングの流れ」の両方の課
題に取り組む提案群とした．残りの 8名を比較群とし，
「TETDMの操作方法」のチュートリアル課題のみに取
り組み，テキストマイニングの流れに関しては，テキ
ストマイニングの各プロセスについての操作方法やア
ドバイスを記入した紙媒体を元に，実際にTETDMを
操作しながらテキストマイニングの流れについて練習
するという形をとった．
実験期間は 3日間で，最初の 2日間で課題を行って

もらい，最終日には事後テストを行った．事後テスト
は，提案群・比較群同様に同じテキストを TETDMで
分析してもらった．事後テストに用いたのテキストは，
ポータルサイト Amazonで販売される nikon製カメラ
のレビューを収集したものである．事後テストの内容
は，被験者は nikonとは別の会社の社員であると仮定
して,ライバル会社 nikonに勝つためのカメラのアイデ

表 13: 根拠に基づいたカメラのアイデア数（被験者
平均）

提案群 比較群
3.1 1.5

表 14: キーワード設定回数（被験者平均）
提案群 比較群
2.3 0.6

アを nikonのカメラのレビューをTETDMを用いて分
析することで考えるというものである．

6.2 実験結果と考察

本節では実験結果と考察について述べる．
最初に，事後テストで被験者に考えてもらったカメ

ラのアイデアの中で，根拠に基づいたアイデアの個数
についての比較を行った結果を表 13に示す．t検定の
結果，両軍のアイデア数には有意な差があると確認で
きた．このことから，提案群のほうが分析を行った根
拠に基づいたアイデアが多い傾向にあり，テキストマ
イニングのスキル獲得は提案群のほうが優れていたこ
とがわかる．
また，各被験者の分析手順の差を比較するために，事

後テスト後に回収したTETDMの操作履歴のログデー
タから，テキストマイニングの各プロセスにおける，提
案群と比較群のテキストマイニングの手順の差を比較
した．
テキスト収集＆テキスト収集プロセスでの両群のキー

ワード設定を行った回数の差を表 14に示す．キーワー
ド設定回数は，提案群のほうが比較群よりはるかに多
い結果となった．
ツールの選択プロセスでの，ツールの選択回数を表

15に，ツールの操作プロセスの，ツールの操作回数を
表表 16にそれぞれ示す．この結果から，提案群のほう
がより多くツールの選択や操作を行ったことが確認出
来る．
提案群のキーワード設定やツールの選択，操作の回

数が増えた要因には，テキストマイニングプロセスの
実践に関して紙で説明されるよりも，チュートリアル
によって実際に試す機会を与えることで各プロセスで
の分析や操作をより多く行っていたからだと考えられ
る．これらの操作回数増加は，より良い分析結果を得
るための試行錯誤の回数が増加したと考えることがで
きる．
結果の解釈プロセスでの，TETDMのツールの処理

結果と解釈の登録機能を用いて解釈をまとめた個数の
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表 15: ツールの選択回数（被験者平均）
提案群 比較群
50.4 30.1

表 16: ツールの操作回数（被験者平均）
提案群 比較群
32.5 11.5

データを表 17に示す．この結果から，提案群のほうが
より多く結果と解釈を登録したことがわかる．
このような結果となった理由は 2つ考えられる．ま

ず一つ目は，提案群はキーワード設定やツールの選択・
操作でより良い処理結果を集めようと試行錯誤を何度
も繰り返した結果，理想的な処理結果を集めることが
できたために，解釈の登録数も増加したと考えられる．
また，二つ目の理由としては，提案群はテキストマイ
ニングスキル獲得のためのチュートリアル課題で何度
も実践練習を行ったことで，処理結果を読み取って自
分なりにまとめる力が比較群よりも向上していること
も考えられる．従って，結果の解釈プロセスでは提案
群のほうがテキストマイニングスキルを獲得できたと
言える．
知識創発プロセスでの，提案群と比較群で各ユーザ

が知識創発を行ったかについてを，表 18に示す．この
結果から，提案群のほうが知識創発の機能を用いて集
めた解釈をまとめようとしていたことがわかる．この
ような結果になった理由として，提案群は多くの解釈
が集まり，自分の頭だけでは解釈をまとめきれなくなっ
た結果，積極的にTETDMの知識創発機能を用いて解
釈をまとめるように意識することができたからだと考
えられる．従って，知識創発プロセスでは，提案群のほ
うがテキストマイニングスキルを獲得できたと言える．

7 結論

本研究では，TETDMの機能の一つとして，TETDM

利用者のテキストマイニングスキルの向上させるための
キャラクターを用いたチュートリアルシステムの開発を
行った．その後，評価実験により本システムがTETDM

を始めて利用するユーザのテキストマイニングスキル
の獲得・向上に有効であることを検証した．
今回はどんな分析の目的のテキストマイニングにも

通用する基本的なスキルを獲得することを目的とした
チュートリアルの構成を行ったので，今後は分析の目
的に応じた，より専門的なスキルを獲得できるチュー
トリアル課題の拡張なども行っていきたい．

表 17: 結果と解釈の登録数（被験者平均）
提案群 比較群
8.1 3.5

表 18: 知識創発を行った被験者数
提案群 比較群

1つの結論にまとめた 3 1

複数の結論にまとめた 3 2

知識創発を行っていない 2 5
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